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とは？

『英語教育をデザインする』ツールとして
機能とコンテンツを充実させました！

１

２

３

中学英語からアカデミック英語まで

1000時間を超える圧倒的な学習コンテンツを一挙に提供

学習のエビデンス（履歴）を「見える化」する学習カルテ

学習ツールとPortfolioシステムの機能向上

いつでも学習できる環境を

スマートフォン・タブレット・PC (Window / Mac) フル対応



・AE2にVocabularyやGrammar問題を追加し、Receptive Skillsを中心に1000時間以上の学習教材を搭載

・CEFRなどを考慮した６つのレベルで学習教材を再構成

・学習単位をターゲットやレベル別にキュレーションすることで学習に取り組みやすくしました。

教材タイトル例

スーパー英語の教材がさらに充実



Reading/Listening教材は、一般教養・アカデミック英語を中心とした編成の教材をご用意

【リスニングトピック】 【リーディングトピック】

メイン学習コンテンツ【Training Bank】

日常的な会話などを豊富に準備 分野別に学べるアカデミックな教材群



メニュー 特徴

Placement Quiz ・Vocabulary, Grammar, Reading, Listening の4つのカテゴリ問題を提供
・実施後に、現在のレベルで学ぶお薦めの教材リンクから学習可能

Vocabulary ・語彙学習を独立化しオリジナル単語帳を準備
・単語の「意味」・「スペル」別に学習するスタイル
・学習した語彙数を可視化

Grammar ・AE2で利用した文法問題含め総数3000問以上の問題をレベルや目的別に編集
・別冊でディクテーションや語彙学習と連携

Reading Bank ・すべての教材に単語学習教材を提供
・Reading 学習に最適なタスクを豊富に準備
・TOEFL教材に加え、IELTS対策問題を追加

Listening Bank ・すべての教材に単語学習教材を追加
・Listening 学習に最適なタスクを豊富に準備
・リスニングの基礎学習を行う「リスニング道場」を別途準備

週刊英語ドリル ・毎週、週替わりの教材を配信

Test Bank ・TOEFL/TOEIC/TOEIC Bridgeのミニテストを提供
・オリジナルのAEテスト機能を実装

AE3教材一覧
大学の授業や自主学習に最適な教材群を豊富に取り揃えました。



・カテゴリ毎にレベル診断が可能
・診断結果からお薦め教材が自動的にリンクされるので、レベルに合った学習に取り組めます。

Placement Quiz



「ラウンドメソッド」では個人が学習した語彙の学習データを可視化し
Reading教材やListening教材の学習の付加情報として活用します。

・TOEFL対策 ・TOEFL Junior

・TOEIC対策 ・TOEIC Bridge

・IELTS Level別
などをご用意しました。

語彙の音声も確認可能

Vocabulary Bankの例

スペル編意味編



・正誤問題
・空所補充問題
・整序問題

など３種類の問題を出題

学習済みの教材は
定着学習で
再度学習可能

Grammar 問題の学習フロー

Grammar Bankの例



「別冊」では「知らない」英単語をみつけて単語の学習に取り組んだり文法で出題された例文を
ディクテーションで再確認したりすることで、語彙や文章の構成をより深く学ぶことができます。

例文に含まれる語彙を自動抽出し、
学習履歴を追加します。

Grammar Bank（別冊）の例



Reading Bankの例

Challenge Testでは、スキミングやスキャニングなど
時間を意識したリーディングスピードが主に試されます

パッセージの内容理解を試す読解問題。間違った
問題は、解説や日本語訳を読んで内容理解に努めましょう。

単熟語テストとは異なり文脈の中で使われる語彙を学ぶことで
より効果的な語彙力を身につけます。

パッセージ内の単熟語が出題されます。基本的に
自分の“知らない”単熟語だけが出題の対象となります。

このパッセージの最終タスク。内容理解の問題だけ
でなく、センテンス・インサーションなど論理的
思考力を試す問題も出題されます。

Reading Bank 問題例

TOEFL TOEIC TOEIC Bridge IELTS

Reading Bankのタスク例



Listening Bankの例

リスニング問題の内容把握問題です。どのような内容が
話されているかの大意理解に努めましょう。

この講座の最終タスク。音声の再生は一回限り。内容理解の
問題だけでなく、細かい音の聞き取り問題も出題されます。

このタスクからスタート。時間制限付きで、音声の再生は
一回限りの本番に近い形式

リスニングスクリプトから単熟語が出題されます。
基本的に自分の“知らない”単熟語だけが出題されます。

リスニングスクリプトの穴埋め問題です。聞こえてくる
音声に基づいて空欄に適切な語句をタイピングしていく
タスクです。

Listening Bankのタスク例

Listening Bank 問題例

TOEFL TOEIC TOEIC Bridge IELTS



スマホ・タブレットでも最適化された画面でスムーズに学習できるので
隙間時間を有効活用できます。

※一部の機種をのぞきます。

スマホ・タブレット対応



授業活用にこだわった教材の配信機能を充実させました。

サービス名称 概要

1 Selected Training AE3内の教材もしくは、独自で登録した教材を
「Selected Training」としてクラスにアサイン可能。
アサインされた教材の学習達成度を管理します。

2 Test Bank/

AEテスト
AE3内の教材を「テスト」としてアサインが可能。
（配点は100点満点で設定）
学習については、習熟度を管理します。

3 Test Bank/

Miniテスト
従来のTOEFL,TOEIC,TOEICbridgeのミニテストを配信

学習/教材の管理について



Grammar Bankでは、5000問以上の問題群から検索キーワードや
レベル情報から1問ずつ選択することが可能となりました。

Selected Training 作成例（Grammar編）



従来の機能を見やすく表現しました。

2016年前期Week2

Selected Training受講イメージ（学生の画面）



点数評価で習熟度を点数でチェック可能になりました。

③
結果を点数表示

①
語彙問題で間違った問題はスーパー英単語の
データも「知らない」に自動的に変更

②
「知らない」の選択肢が非表示

AEテストの受講者サンプル画面



オリジナルで作成した問題集計を
設問単位で確認することが可能

オリジナルテストの受講履歴詳細サンプル



My portfolio

多彩なガジェットによる「見える化」

Class portfolio

学習状況を把握してより効果的な学習指導を確立



従来のClass Portfolio機能に加え、新たに学習者のモチベーションを高める
「Team Portfolio」とクラス管理者のデータ処理負担を軽減する「分析」機能を追加。

「Team Portfolio」はクラス管理者がグループを作成することで、マイレージや学習時間の合計を自動集計します。
その結果をグラフ表示することで競い合うことができます。

Team Portfolio/分析機能について



指定した期間の
・学習時間
・学習マイル数
・知ってる単語数
・Selected Trainingの平均完了率
・テストの平均受験率と平均スコア
データをもとに学習者の一覧やグラフ

を表示可能

・宿題として課した複数のSelected Trainingの
完了率を一連の操作で集計可能になります。

・学習時間やマイレージ数との相関を調査
しやすくなります。

・Selected TrainingとAEテストの組み合わせで
課題学習の学習効果を確認することができます。

・TOEICスコア等の記録も比較可能

分析ツールの特徴

メリット



クラス名は年度を想定したクラス名を
ご検討ください。

クラス管理者の指定方法はチェックボックスを選択することで設定可能。

従来1クラス1管理者のみの指定だったクラス管理者のアサインを複数人設定できるようになりました。
（教材のアサインや分析データだけ閲覧するなどの対応が可能となりました。）

※管理メニューの英語化についても2017年度中に対応予定

管理者機能の拡張



Academic Express 3のバージョンアップに伴う主な影響範囲

項目 概要

1 名称変更について ・新バージョンに伴いレベルの表示ルールを変更。
Introductory/Basic/Intermediate/Advanceの表記からLevel 1~6への変更
(CEFR表との関連も意識）

2 学習履歴について 学習履歴についての引継ぎは「ログイン回数」・「学習時間」・「学習マイ
レージ」の３つを引き継ぎます。過去の学習履歴については1年間の暫定対応と
して、旧サービスのリンクを提供します。

3 Test Bankについて
その１

・従来Test Bankは指定した期間内であれば複数回受験できることを許可してお
りましたが、新バージョンでは、1回のみの受検に限定しました。
・トラブル発生時の対応として、クラス管理者に初期化の機能を提供

4 Test Bankについて
その２

・TOEICについては、新形式の問題パターンに変更
・問題もスキル別を改め、一連のテストとして受験する仕組みに変更
・結果も換算点を表示

5 Training Bankについて ・Vocabulary Bank/ Grammar Bankを新たに追加
・Reading / Listening教材にIELTS教材を追加
・英語道場としてディクタン・リスタンを追加
・学習教材の総学習時間が1000時間相当に増加

6 利用できる端末の増
加

・Flash Playerを利用しないサービスに変更。スマホ・タブレットに対応
・Windows/Mac端末も利用可能

7 管理機能の強化 ・1つのクラスに複数の管理者アサイン可能
・分析機能を追加し、学習プロセスと学習成果の比較を細かく集計可能
・Portfolio機能の充実（取得可能なデータの増加）



株式会社エル・インターフェース

〒151-0051 東京都渋谷区千駄ヶ谷5-18-20  8F

スーパー英語 事務局

E-mail:academic@supereigo.com

TEL 03-5312-6101   FAX 03-5312-6103

最後に

本件に関するお問い合わせは


